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ABSTRACT
Mid− and near−mountain forested and agricultural areas have problems of continuous depopulation and aging
of residents. Natural disasters may give great impacts to living conditions in the areas and lead not only to tem-
porary residential shift but also to deep depopulation. In two years after the 2004 Fukui Heavy Rainfall Disaster,
we researched how the disaster affected the change in population in Miyama Area and Kawada Area belonging
to mid− and near−mountain forested and agricultural areas. Some people lost their houses and moved temporar-
ily to near houses offered by their friends and relatives and small temporary houses constructed by the govern-
ments. However, many of them soon reconstructed newly their houses at the original places and returned there.
The Fukui Heavy Rainfall Disaster seems not to have led to serious depopulation in these areas. The continuous
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登 録 年 月 平成１６年７月 平成１７年３月 平成１７年９月
世帯数－人口 世帯数－人口 世帯数－人口
大久保 ６５－２５６ ６６－２５９ ６５－２５５
奈良瀬 １１－ ３３ １１－ ３３ １１－ ３２
小和清水 ４４－１６０ ４４－１６１ ４４－１６１
折立 ４０－１４４ ４１－１４１ ４２－１４２
下折立 １０－ ２５ １０－ ２５ ９－ ２４
西河原 ３６－１４２ ３７－１４０ ３６－１３６
蔵作 ５１－２００ ５０－１９９ ５０－２０１
朝谷 ２８－１０４ ２７－ ９７ ２７－ ９７
芦見地区 ７３－２２８ ７４－２３１ ７４－２２４
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付帯資料１：美山町水害被害地での住宅倒壊により一時移転した世帯の移転状況の調査（一部）
１）住民の生活状況調査
調査日： ２００５年５月２３日（月）から
調査地域： 奈良瀬，大久保，小和清水，朝谷，蔵作，西河原，折立，下折立
１．奈良瀬 倒壊住宅ゼロ
２．大久保
Ａ家 公民館（２日間程）→福井市のアパート賃貸と家の２階での生活（約１ヶ月）→仮設住宅
→４月頃から広瀬宅を購入し生活（広瀬さんは東郷に引越しされた）
Ｂ家 知り合いの山口さん宅に２日程お世話になり，２階や小屋での生活を１ヶ月程度した後，
仮設に入られ再築をされる．元の家に戻る．
３．小和清水
Ｃ家 水害直後はふれあい会館に１週間程居て，その後空き家に５ヶ月仮住まいし，再築し直し
た（１２／２６）．お店は小さくし，５月中には再開する予定．
４．朝谷
Ｄ家 半壊したが，立ち退きの件が進んでいたため，水害当時小宇坂に小屋を建てていたのでそ
こで生活し，新築した．
Ｅ家・Ｆ家・Ｇ家 立ち退きで小宇坂に新築した．水害による被害はなかった様子．
Ｈ家 立ち退きで福井市に転居した．
５．蔵作
Ｉ家 森林組合の２階での生活の後，仮設住宅に入り，現在同集落に新築中．
Ｊ家 娘さんのいる福井市での生活の後，仮設住宅で生活．
６．西河原
Ｋ家 ２階・車庫での生活の後，仮設住宅入りし，現在三井商店跡地に再築中．
Ｌ家 ２名が水害でケガし，入院した後，仮設住宅で生活中．これからは息子さんの所に？？
Ｍ家 公民館に１ヶ月いて，仮設住宅に４ヶ月住み，再築を進める．１月から現在の家で生活し
ている．
Ｎ家 すぐに市波の息子さん宅に転居．
Ｏ家 ２階で仮設ができるまで生活し，仮設住宅に住まう．再築した．
Ｐ家 同上
（仮設住宅は当時６軒→現在２軒）
７．上折立
Ｑ家 ２度目の被害．公民館生活の後，仮設住宅入り．寺を再建しているが，住宅に関しては，
未定．仮設住宅の期限２年のため心配．
Ｒ家 ２度目の被害．同集落の兄弟の家に１ヶ月住み，仮設住宅に８／１４から４月まで住む．高
三の子どもは福井市のおばあちゃん宅に預ける．（土砂崩れのため）
Ｓ家 公民館での生活１ヶ月間の後，仮設住宅入りし，再築中．
８．下折立
Ｔ家 椙谷の兄弟の家で生活．
Ｕ家 上折立の親戚の家に転居．再築中．
Ｖ家 １ヶ月は親戚の家にいたが，車庫を改築し生活している．
Ｗ家 福井市にマンションを借りている．帰る予定だが，状況は分からない．
Ｘ家 兄弟のいる森田に引っ越した．帰る予定なし．
（この中で，倒壊・撤去住宅として扱い，一時移転調査の対処となったのは，朝谷のＥ，Ｆ，Ｇ，Ｈ
家を除く２０世帯．）
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